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・タック株式会社　タック総合健診システム（既存）
　　年商：12億円、マーケットシェア：15％
・株式会社京都科学　歯科用頭部ファントム
・株式会社ルミナスジャパン　ギター演奏支援自助具

タック株式会社
　健診Webサービス（新規）：3億円(年商）
　マーケットシェア　 　  ：10%目標

【研究成果（技術）】
　モノづくり技術とＩＴを活用して、予防・治療・リハ
ビリを支援し健康生活の実現を支援する高度医療機
器の研究開発を進めました。この取組による成果とし
て、予防の分野で過去の検診データから将来の健康
リスク予測と健康維持を支援するシステムを開発し
製品化を実現しました。また、他の研究開発テーマか
らの派生効果として、ギター演奏支援自助具（指一本
で簡単にコードを押さえることのできる器具）などが
製品化されています。

【代表的な具体成果事例】
　個人毎に過去の検診データから将来の健康リスク
（肥満、高血圧症、糖尿病等）を予測し、健康を維持す
るためのセルフケア行動を支援する「個別化医療支
援システム」を開発し、企業向け健康管理システムの
オプションパッケージとして製品化しました。このシス
テムを導入した企業では、健康増進・疾病予防プログ
ラムを推進する上で、社員個々の健康リスクの分析・
把握に活用されています。今後の市場拡大に対しては、
現行システムの改善や健康増進サービス（Web健診
予約サービスなど）と一体化した新たなシステムの開
発などが検討されています。

個別化医療支援システムの開発

① 健康管理システム（健康リスク予測）

② Web健診予約サービス（デモ画面）

モノづくり技術とＩＴを活用した
高度医療機器の開発

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…フェザー安全剃刀、
　　東海メディカルプロダクツ、
　　タック　ほか
学…岐阜大学、豊田工業大学、
　　朝日大学、三重大学
官…産業技術総合研究所、
　　岐阜県工業技術研究所　ほかURL.http://www.gikenzai.or.jp/ikou/index.html

●都市エリア型（発展）（平成21年～23年度）

本事業のねらい
　岐阜県南部エリアは、輸送用機器、電気機器、精密機器の部材製造業が数多く立地し、モノづくり技術やＩＴが
発展しています。また、岐阜大学を中心に大学・研究機関で蓄積された、高度知識情報処理技術、表面処理技術、
生体信号計測技術など優れた技術シーズを活用して地域企業ニーズに即した高度医療機器を開発し、技術シーズ
の医療分野への展開とさらなる集積を図るとともに、部材提供型産業から最終製品製造販売型産業への発展を
目指しています。

　当事業期間内において、学会発表65件（16件）論文
発表57件（11件）と計画を大幅に上回りました（括弧
内は計画数）。事業化９件（うち１件は新企業設立）、特許
出願は５件でした。また、平成25、26年度は、論文発
表23件、特許出願2件と順調に伸びています。

　ライフサイエンス試薬市場の国内の規模は1,500億
円超と言われ、国内大手試薬メーカーで100億～250
億円規模（１社当たり）の売上です。１億円超規模の売上
げを見込みます。

【染色体工学を用いた研究・開発】
　染色体工学技術に係る基盤研究開発として新規人工染色体
ベクターの作製に成功しました。本技術に併せ、抗体・タンパ
ク質産生量増加システムを開発してベンチャー企業を新設し
ました。そのほか、代謝酵素遺伝子CYP3A7とCYP3A4の発
現を２種の蛍光で確認できる技術を確立しました。

① とっとりバイオフロンティアの設置
　　産学官共同研究拠点とっとりバイオフロンティアを設置
　し、鳥取大学染色体工学研究センターが平成23年度から
　入居して、ますます本格的な研究活動を推進しました。
　また、当プログラム参加機関である産業技術総合研究所
　や県内外の機関も入居し、共同研究を推進しました。

② 鳥取大学発ベンチャーの新設
　　鳥取大学が新規ヒト人工染色体ベクターの作製に成功
　しました。当ベクターの特長を活かした受託研究等を行う
　大学発ベンチャーとして、ジーピーシー研究所（平成24年
　3月設立）やTrans Chromosomics社（平成26年12月
　設立）が起業しました。

③ マルチカラーバイオイメージング細胞の樹立
　　複数の毒性を同時に評価できるマルチカラーバイオイ
　メージング細胞樹立を目指し、CYP3A7／4発現を２種の
　蛍光で確認できる技術を確立し、さらに、このシステム全
　体の最適化を行いました。

本事業のねらい

　鳥取大学が有する染色体工学技術によるタンパク質産生などの基盤技術の拡充と、医薬メーカー等との産学
官連携によりヒト人工染色体（HAC）ベクター等を使用し作製されたヒト型遺伝子（CYP3A遺伝子）モデルマ
ウス等を用いるバイオマーカー評価系の高性能化、さらにバイオ人材育成等も行う染色体工学研究拠点を形成
します。なお、当事業期間内には、地域食品産業等との連携により地域食品素材の機能性評価研究と商品化も
目指しました。

岐阜県南部エリア

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等 製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

染色体工学を用いた研究・開発

① とっとりバイオフロンティア設置

② 新規ヒト人工染色体ベクターの作製

創薬及び食品機能性評価モデル動物等の
開発に係わる染色体工学研究拠点形成

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…鳥取県産業振興機構、協和発酵キリン、

　　長瀬産業、島津製作所、プロメガ、

　　エステック　ほか

学…鳥取大学

官…鳥取県産業技術センター、

　　産業技術総合研究所　ほかURL.http://www.bio-frontier.jp/

●都市エリア型（発展）（平成22年～24年度）

米子・境港エリア

事業成果事業成果事業成果事業成果事業成果事業成果

テロメア 染色体

動原体

遺伝子領域
遺伝子領域を

削除

遺伝子領域

人工染色体ベクター

融合遺伝子や任意のヒト遺伝子を搭載

転写制御領域 遺伝子
遺伝情報を担う物質（DNA）が凝集したもの
ヒトでは23対（計46本）存在 任意の遺伝子を細胞・個体に

導入するためのベクター（乗り物）
として利用可能
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